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17世紀初頭ロ ン ドン の金糸銀糸に見る色彩の消費
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Century　London
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AbstractThis

　paper　will　investigate　the　use 　of　go［d　and 　silver　in　early 　seventeenth 　century 　textiles　from　the　perspective　of

cultural　history　of　colour ，　My　methodology 　will　be　three　fo［d．　First，　l　w 「II　discuss　ephemeral 　aspect 　in　consumption

of　gold　and 　silver　by　examlning 　theatrical　costumes ，Second，　by　examining 　textile　ornaments 　in　parish　churches ，　l

will　analyse　monumental 　aspeGt ．　Lastly，　I　will　review 　personal　aspect 　by　studying 　household　objects ，

　Wearing　gold　and 　 silver　is　an 　 universal 　 presentation　of　high　 status ．　 Under 　Roman 　Catholic　dominance 　and

feudal　society 、　the　use 　of　gold　and 　silver　had　been 　monopolised 　by　Cathoiic　priests　and 　feudal　kings．

Nonetheless，　after　the　Reforrnation　sQcial 　structure 　in　Western　Europe　was 　transformed　and 　the　consumption 　of

gold　and 　silver　thread　became 　more 　widespread ．　Consumption　of　gold　and 　silver　to　exhibit 　magnificence 　and

splendour 　was 　no 　IQnger［imited　to　English　royalty −−the　upper −middle 　class 　also 　began　applying　gold　and 　silver

thread　in　textiles．　Consequently，　there　was 　competition　among 　certain 　classes 　in　the　use 　of　gold　and 　silver　which

led　to　the　issuance　of　sumptuary 　laws，　The　extent 　of　the　gold　and 　silver　thread　in　textiles　remained 　in　proportion　to

the　consumer
’
s　social　status ．　ln　search 　of　philosophical　impacts　of　English　Renaissance　and 　the　Reformation，　I

attempt 　to　prove　this　proposition　through　the　caSe 　StudieS ．

要　旨

　この論文は色彩文化史の視点か ら、17 世紀初頭の染織品に用 いられた金と銀を追究する 。 方法論として 3 つ の

視点から考察する 。 まず、一時的消費を論じるために演劇の ための衣裳を考察する。第二 に、恒久的消費を論 じる

ために、英国国教会の地域教会へ の寄贈染織装飾品を考察する 。 最後に、個人的消費を鑑みるために、家庭内にお

ける染織品を考察する 。

　金 ・
銀 の 色彩を身 に つ ける こ と は 、普遍的と も い え る 高い社会地位を表現す る ため の 身体言語 で あ る 。ローマ ・

カ トリ ッ ク教会の
一

元支配と封建社会にあ っ て は、金糸銀糸の使用は主にカ ト1丿 ッ クの司祭と封建国王に独占され

て い た．しか し宗教改革後、西ヨ ーロ ッ パの社会構造は変化 し、金糸銀糸の消費はよ D 拡大 した。権威を表象する

た め の 金 と銀の 消費は 、イ ン グ ラ ン ドの 王 族の み ならず、中上 流階級も ま た金銀を染織に 用 い始めた。結果的に異

なる社会階層間に軋轢 が起こ り、それ は奢侈禁止令の発令のき っ かけ とな っ た 。 金糸銀糸の消 費量は、ゆえに消費

者の社会地位に正比例 して い たと考えられる 。 ルネサン ス 運動や宗教改革運動の 思想的な波及を鑑みなが ら、ケ

ー
ススタデ ィ を通 じて この消費の主題を分析する 。
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1．は じめ に

　本論文で は、 17世紀初頭の ロ ン ドン に お ける金糸

銀糸の 役割を、色彩文化史の観点か ら検討 したい 。
1

前田、長崎、城による、色彩と文化の関連性や、染織

品 に使用された色彩の研究がな され て い る。しか し色

彩文化史には、まだ学問分野として補入されるべ き部

分があると考え られる 。 その
一

つ が、社会の動向と色

彩と の対応 の 問題 で あ る 。社会史や文化史の 側面 か ら

色彩を扱 う意義は、表象された色彩消費の背景に潜在

する、社会情勢や文化的思想と相互関係を持 つ 点を認

識する こ とにある。地位を表象するため の 金 と銀の 糸

の消費は、宗教改革の影響下で大き く揺れ動いた。本

論文の目的は、それがどのような形で 促進され て い た

か を明 らか に すると こ ろ に あ る 。 16 世紀後半か ら

17世紀初頭ロ ン ドン にお いて 、イン グリッ シ ュ
・ル

ネサンスと呼ばれた時代は、人間がよ り高い社会地位

を表現するため に、金 と銀の 色彩をよ り多用 した時期

だ っ たことの論証を試みる。

　色彩文化史の方法論と して 、消費文化における色彩

表象問題の追求の有効性をまず述べ る。この研究の独

自性と して 、方法は、こ の消費の
一

時的、恒久的、個

人的側面を物証的に検証する 。 本論文では、3つ のケ

ース ス タデ ィ を通 じて 調査する。対象事例と して 、宮

廷演劇の衣裳と台本、紋章をあ しら っ た染織品、そ し

て個人的な服飾小物をとりあげる 。 そして、これらの

統合的な検証か ら結論を導く。

　金 ・銀の色彩を身につ けることは、社会地位表現の

普遍的ともいえる身体言語である。しか し、さまざま

なイ ミ テーシ ョ ン が現れ 、あ らゆる人々 が金糸銀糸を

簡単に入手できる現代において、金糸銀糸が地位を表

すための素材と しての意味を失い つ つ ある 。 にもかか

わ らず、依然 と して 理念、イデオ ロ ギ
ー

を伝達する手

段としての色彩の重要1生に疑い は少ない 。 社会におけ

る表象を通 じた色彩文化の分析を試みる
一
手段と して、

金と銀の糸の消費とい う側面に焦点を当て た い 。

　イングリ ッ シ ュ
・
ルネサンス時代の金属糸の消費者

達は、地位と自尊心を明らかにするための手段を常に

求め て い た 。 例え ば ニ ッ コ ロ ・マ キ ャ ヴ ェ ッ リ は 、

『君主論』 の献辞で、ロ レンツ ォ
・
デ

・
メデ ィ チ に君

1
日高杏子　色彩の消費　　　 17世紀初頭 ロン ドン における金糸 銀糸 による

地位表象
一 、日 本色彩学会誌、volume 　23 　 supplement 、日本色彩学

会 （1999 ）78 −79　本論文は、第30回日本色彩 学会 全国大会にお ける

口 頭発表に 基い て い る。
2 マキ ャ ヴ ェ ッ

1丿 ：河島 英 昭 訳 「君 主 論 」岩 波 書 店 （1998 ｝9
1RFjnlay

：Popu ［atlon 　and 　Metropolis．　the　Demography 　of 　London，1580 −
1650 〔1981 ）Table 　3 ．1．

一 コ 4

主の偉大さにぶさわしい装身具の
一

つ として、金襴緞

子をあ げてい る。
2

その よ うな地位は、暫時的、恒久

的、個人的消費によ っ て 表された 。 ルネサ ン ス運動、

そ して宗教改革は、当時の人々の社会構造を大きく揺

る が して い た。 考察に 入る前に、ポス ト宗教改革の社

会を解説 する。

2 ．ポス ト宗教改革の表象

　宗教改革以前は、イタ リア に当時の ヨーロ ッ パ社会

の冨が集 中 していた。なぜな らば、ロ
ー

マ ・カ トリ ッ

ク教会が教会税と し て 、ヨーロ ッ パ中か ら資金を徴収

していたのであ る。しか し 16世紀の始め以降、国王

を首長とするイギリス国教会の設立は、ロ ン ドンの経

済発展と人口増加を引き起こ した。
3

こ の人口増加は

複雑な社会構成を生み出して しま っ た 。

　中世において は、戦 うもの （騎士）、祈るもの （聖

職者）、そ し て 第三 身分の 働くもの （労働者 ）の 3 つ

の階級だ けが存在した。しか しイ ン グラ ン ドが経済発

展して い くにつ れ、ジ ェ ン トリ階級
4

が新 しく生まれ

た、彼 らは代々受け継いだ家柄や領±は持たなか っ た

が、代わ りに経済的実権を握 っ ていた 。 このジェ ン ト

リ階級の 隆盛 と社会の拡大 は、新たな地位闘争を生み

出した。服飾や装飾品 の 消費の規制によ っ て、社会地

位を明確 に区別 し、確立させるために、国王は奢侈禁

止令を多く発令 した 。

S

　ゴシ ッ ク時代よ り、眩いほどの典礼用品を装飾 した

刺繍は、イン グラ ン ドの主な輸出産業で あ っ た。
6

ロ

ー
マ ・カ トリッ ク教会は、イン グラ ン ドの 刺繍職人ギ

ル ドの 最大の パ トロ ン であ っ た 。 ギル ドは宗教的染織

品のための 国内外のカ トリ ッ ク教会か らの用命に依存

していた 。 それ らの教会のバ トロ ネ
ージな しでは、刺

繍職人は仕事を失う結果になる の で 、彼らは生きるた

めにコ ン ス タン トな用 命は必要だ っ た。宗教改革後、

個人の栄光の表現が、聖人像に対する造詣よ りも視覚

的によ り重要に な っ て きた果 て に 、代わ り の消費パ タ

ー
ンを生み出した。染織職入達 は金属糸を、世俗用の

染織品 として 、刺繍に レ
ー

ス に織物 に贅沢に使 っ た 。

宮廷演劇も紋章付き染織品
7
も、教会や聖人 へ の造詣

よ りも消費者自身の 自尊心 を表象したポス ト宗教改革

4
ジェ ン トリとは、中上流階級、または冨裕な商人 などで ある。

DHunt ，　Alan ；GOvernanoe　of　the　Consuming 　Passio［s −
aHistory 　of

Sumptuary　Law．　LondQn　 Macmi11an （1996 ）29
日 高杏子 ：日本色彩学会 （1999 ）78 −79
「イ ン グラ ン ドに お け る奢 侈禁止 令の 回数」
13世紀　 　　0 回、14世紀

一 5 回、15世 紀　　 　4 回．
T6世紀　　 　20 回、17世紀　 　　1回
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の たまものであ っ た 。

2．1．国際的表象と国内的表象

　ポス ト宗教改革のヨ
ーロ ッ パでは、国家間での競争

がよ り激 しくな っ て い っ た 。 それまでの ロ
ー

マ
・
力 卜

1丿ック中心、イタ リアを不動の核と して 動い て い た ヨ

ー
ロ ッ パの 立場が変わ っ た 。 それは 例え ばル タ

ー

（1483 −1546 ）の聖書の ドイツ語訳 に象徴されるこ

とだが、それぞれの国の 独自性をよ り尊重する社会変

化が拡大をみせた。イングラン ドにと っ て、イギリス

国教会の設立は、宗教および文化のイタ リア集中か ら

の脱出の みな らず、 経済的依存か らの 自立で あ り、

旧体制 の解体であ っ た。 16 世紀の おわ りには、イ ン

グラン ドの経済と軍事力は他の ヨ
ー

ロ ッ パ諸国 と同程

度まで拡大 した’そ してイ ン グ ラ ン ドは世界的 な場

で、重要な役割を得て いくに つ れ、国際的地位を維持

する必要も増え、他の大陸諸国に対 して様々なプ ロ パ

ガンダを行 っ た 。

　
一

方、国内で は、ジ ェ ン ト1丿階級の隆盛、人口増加、

そ して貿易の発展がより一層激しい地位闘争へ の環境

をつ く っ て い っ た。ジ ェ ン トル マ ン と して の 教育、土

地購入、そしてよ しとされる趣昧に応 じた立派な邸宅

を建てるのが地位の表象であ っ た 。

3 ，金と銀の 糸の
一
時的と恒久的消費

　第一
に、宮廷演劇の国際的意義に つ いて考察する 。

これ らは一時的イベ ン トであ り、物的証拠が多く残 っ

てはいないが、その重要性は広く知られ て いる。例え

ば暫時、一時的な消費とは、美食 、演劇鑑 賞、化粧、

香水な ど、永続性はないけれども、裕福さと洗練の 目

安で あ り、記録は 文献と絵画にお い て の み存在する。

こ の よ うな種類 の消費を調査す るためには 、 レシ ピ、

日記、手紙、設計図、台帳な どの記述的な資 料に依存

しな くてはな らない 。

　第：二に、紋章付き染織品の国内での影響を調査する 。

例えば邸宅 、教会、絵画 、宝飾品、本、キ ュ リオなど 、

現存す る物的記録を通 じた恒久的な誇示消費の証拠は、

追跡がより容易であるとい える。

　第三 に、服飾小物に つ いて検討する 。 個人的消費に

関 して は、一
時的要素は少 ないが、日常使用 していた

消耗品が多く、残存する可 能性は比較的低い。そ の た

め、肖像画や風俗画などの資料に依存する面が多い 。

　それぞれの ケ
ー

ススタディはどのように威厳と栄光

を期待する効果を得るために金糸銀糸が使われた かを

考慮する。

3．1，一
時的消費

　第一に国外に対する地位表象と して、一時的な宮廷

演劇の 衣裳に おけ る その 色彩の消費を概観 したい 。

17世紀前半ロ ン ドン における宮廷演劇衣裳は、対外

的にど の ように威圧 したの か。

　エ リザベ ス
ー世 （1558 −1603 ）か らジ ェ

ー
ムス

ー世 （1603 −1625 ）時代の 文化に おい て 、演劇は

社会を映す鏡のような役割を持 っ ていた、かつ 宮廷に

あっ て は、宮廷の催 し物と して、パ レ
ー

ド、花火のよ

うな スペ クタクルな どの
一

環と して王室の広報的役害1」

もあ っ た 。 こ こ で は、ジ ェ
ー

ムス
ー世朝文化における

宮廷演劇の衣裳の役割と影響を、3つ の側面を通 じて

追究してみたい 。 ジ ェ
ーム ス ー世の寵臣であ D 、初期

の宮廷演劇 における代表的人物で あっ たルーシ ー ・ハ

リン トン とそのルーシーに捧げ られた台本に焦点を当

て る。

　 しか しそれ らの分析に 入 る前に 、宮廷演劇の 定義、

および当時の美意識と理念の語義を述べ る 。

　 ジェ
ー

ムス
ー世朝は、イン グリッ シ ュ マ ニ エ リズム

と呼ばれる、イ ン グ リ ッ シ ュ
・ルネサ ン ス文化の絶頂

期であ っ た 。 ルネサ ンスとその伝統に立つ 演劇は、ギ

リシ ャ
・ロ ーマ 演劇の リバイバル ともとれる 。 経済的

に裕福な階級か ら、少な くとも2 −3 シ リン グまで なら

入場料を払える底辺層にいたる まで 、全て の階級 の

人々が演劇文化を享受できた 。 そのような一般大衆演

劇に対 し、王室と貴族が中心にな っ て 行 っ て いた宮廷

演劇があ っ た。宮廷演劇はマスクと呼ばれ、宗教改革

後の国 際社会での文化的な外交手段として 、各国の大

使達ヘ イン グラ ン ド王国の偉大 さを力強く訴え、彼 ら

を通 じて イン グラ ン ドの至上 1生は寛伝された 。 マ スク

の定義と して、マスク文学の研究者ジ ャ
ージー ・リモ

ン の そ れが最も正鵠 を得 て いる と思われる 。 マ スクは

［・
ゴシ ッ ク時代か ら、ラテン 語でOpus　Anglicanum （イングラン ドの作品）
と呼ばれて い た。

7 森 　護 　英 国紋章物語，河出書房新社 （1996 ） 155 −170
紋章授与に は 、出身地、家系、地位身分、功績、婚姻関係が審査対象であ

っ た。紋章 を所持 で き る と い うこ と は こ れ らの 基準を社会 的に 満たしたも

ので ある とい う証 明であ っ た。文豪ウ ィ リア ム ・シ ェ イ クス ピアの父 ジ ョ

ン が 、ジ ェ ン トリ （郷 士 ・中上 流 ）階級 の 証 と して 紋 章を甲請 し た。喜劇

「ウ ィ ン ザーの 陽気な女 房たち」で は、郷士（armigero ）が紋章所持者〔arm −
holder〕の 意味で も使われて い る。

巳 1588 年に は 、スペ イ ンの 無敵艦隊をイ ン グラ ン ド海軍が撃退 した。
　1600 年 には 、東イ ン ド株式会 社が 設立 さ れ 、櫃 民 地貿易 の 主導権を把握

した egLimon

，Jerzy ： TheMasque 　ot　Stuart　Cultコ re、　University　of　De：aware 　Press

（1990 ）

［ ：：：：二＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ コ 5 − ． v 、 c ．
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演劇主体で 16 世 紀後半 に始ま り、ジ ェ
ーム ス ー世朝、

チ ャ
ー

ルズ ー世朝に発展 した と彼 は形容 して い る 。
9

そこで用い られた衣裳は、国家の 威信と美徳を示唆す

る視覚的目安と して見 られ、そのために莫大 な費用と

労力がつ ぎ込まれた。しか しその暫時性、および宮廷

の閉鎖性ゆえ に 、マ ス ク の その正 しい姿がどのよ うに

なっ ていたかを把握 し、形容するのは難 しい 。

　この時代には、自己の威厳を表現する重要性につ い

て、様々な議論 が交わされた。地位ある者は、その地

位にふさわしく表象されるべ きで ある、とい う新プラ

トン 主義的正当化がなされた 。 英語 で magnificence

and 　splendour そ して、　 pornp　and 　ciroumstance とい

ういずれも誇示を表す言葉を考えてみたい。

　ア リス トテ レス （BC 　 384 −322 ）の 道徳 律に

magnificence と は 、よ い 趣味を共 に した消費、とい

う意味があ り、公的な場にお ける行動を示す。そして、

sp ［endour は元のラテ ン語では splendere 輝 くという意

図 1　 マ ス クの衣裳を着たルーシー・八 リ ン トン、
　　　　　 ベ ッ ドフ ォ

ー
ド女伯爵

　 　　 1604 −6年頃　油彩 ・キ ャ ン パス

213 ．4cm × 129 ．5cm　 ベ ッ ドフ ォ
ー

ド地所 所蔵

味 で あ り、こ の 両者の 結合は慣用句であ る。そ して 、

このpomp 　and 　circumstance という言葉は、シ ェ イク

ス ピ ア （1564 −1616 ）の 「オセ ロ 」 にあ り、 輝か

しい戦いの盛儀盛宴 （オセ ロ 3iii　354 ） pomp 　and

circumstance 　of　glorious　war か ら由来す る。そ して 、

これは、華美な行 列やペ ー
ジ ェ ン トを意味する言葉で

もあ り、マ ス クの 壮麗 さ を描写するの にふさわ しい キ

イ ワ
ー

ドである 。

　ジ ェ
ームス

ー世の妃ア ン
・
オブ ・

デ ン マ
ー

クの 親友

であ っ た ベ ッ ドフ ォ
ー ド女伯爵ル ーシー ・八 リン トン

（？〜 1627 ）は、マ スクの代表的スタ
ー

である とと

もに、当時の宮廷 における流行の先端を行く存在と し

て 君臨して いた 。 マ ス ク 「十二 女神の幻想」の 著者で

あるサミ ュ エ ル
・
ダニ エ ルは、この台本をル

ー
シ
ー ・

八 リン トンへ 捧げた 。 ギリシ ャ
・
ロ
ー

マ 神話に基づ く

役柄 に、様 々な イ ン グ ラ ン ドの 美徳 を象徴さ せた 。

14世紀以降、図像的に否定され ていた ロ
ー

マ神話モ チ
ー

フを公然 と美術や文学の 上で扱うことが復興 した。
旧

そ し て こ れ らの神々を図像と して 扱うこ とに対するさ

まざまな議論がなされ、キ リス ト教的に正 当化 しよ う

とい う試みがな された 。

11
しか し、 17世紀にもなる

と、議論されると い うよ り も 、ギリシ ャ ・ロ
ー

マ の古

典様式を取り入れること自体が
一

つ の様式と して マ ニ

エ リズム化して い っ た詑

　マ スク 「十二 女 神の幻想」は 1604 年 1月 8 日の Ef

曜、ロ ン ドン の 南の 郊外にあるハ ン プ トン
・
コ
ー

ト宮

殿 において、王室主催で ジ ェ
ーム スー世即位最初の新

年を祝 うため に 上 演された 。

13
そ の序論で サミ ュ エ

ル
・ダニ エ ル は、衣 裳に金 と銀の 糸を用 い た刺繍 を、

役柄に応 じて細か く指示 した 。 図 1におい て 、ルーシ

ー ・
八 リン トン の衣裳は、全身金糸で装飾され、その

身分と経済状態を語 っ て い る。そ して 頭 の 羽 、王 冠、

紗によ っ て 、女神の威厳を顕示 して い る 。

　視覚は、新プ ラ トン 主義に おける序列にあ っ て 、本

質的なもの として重要視され て いた。
14

そこ で視覚に

よ っ て抽象概念で ある知恵 ・美徳を理解させる エ ン ブ

レ ム や寓意画 は 、彼 らの表現 にと っ て 不可欠なものに

なっ た 。 さ らに中世 か ら、色彩、数字や動植物に与え

られて いた ア トリビ ュ
ー トや紋章学の伝統 との結合が

［＝＝＝＝ ：：二二二＝＝＝＝＝＝：：＝ ＝コ 6

／cPanofsky ．　Erwin　Renaissance　and 　Renascenoes 　l［ Western　Ar置．’
Renaissance

’．
　　　 Selr−Definition　or 　Self−Deception？．　Harper＆Row ，

　 Publishers（1969 ）5 −8
美術史学者パ ノ フ スキ

ー
によれ は、オ ッ クスフ ォ

ー
ド辞 書の 定義を引用 し

て 、ル ネサ ン ス 目体の定義を試みて い る。
11bId ．
21bld ．
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なされた 。

15
国家の栄光 を、視覚によ っ て訴え、か つ

その 意味を読み取ること
16

は 、新プラ トン 主義にの っ

と っ たルネサ ン ス 人 の 表現手段 で あ っ た 。

　他のものに較 べ
N 金 ・銀、特に金は高価で価値があ

っ た 。 金と銀の糸は、金または銀の延 べ 板から、ダイ

ス と呼ばれた型を太 い も の か ら細い も の へ と、い くつ

も順に通 して細く延ば した金属線をつ くり、それを絹

糸芯に巻き付けて つ く られた 。 この糸の製法は ヨ
ー

ロ

ッ パ大陸か ら 16 世紀にイ ン グラ ン ドに伝わ っ たもの

で、イ ン グラン ドではミラノ
・ボロ ーニ ャ と呼ばれた 。

日本では
一般的にモ ール糸と呼ばれている 。 貴金属の

純度が高い場合、古 くな っ た生地を燃やして も貴金属

部分が残り、古い 衣裳はまた他の服飾小物へ と再利用

ができた。つ ま D こ の製 法による糸は、リサイクル可

能で資産価値があ っ た。か つ 、こ の よ うに つ くられた

糸は東洋における紙に漆をぬ っ て金箔をはりつ けて で

きた糸な どに較べ 、立体的に全て の角度か らの光 を反

射し、遥か にど こ か ら見てもよ りぴか ぴかと光輝ぎ 、

陰影をも作り出す特質がある。太い糸で つ る模様 や花

の文様の レリーフ を作 り出すかのようにかなり彫刻的

に金銀糸で刺繍を施す技法に よ っ て一層重厚な立体効

果をあげた。

　 それにともない、衣裳の重量はかな りの もの で あ っ

たと想像される 。 ただ で さえ こ の時代の染織職人達は

マ ス ク の 衣裳に金糸銀糸を贅沢に使 っ た。それ まで
一

級国と呼ばれたイタ リア、スペ イ ン、フランス、フラ

ン ドル に対して、新興国イ ン グ ラ ン ドの 国威を誇示す

るため に、ま ばゆ くき らめ く金糸銀 糸の量の面 で も、

各国の大使を圧倒 した 。 マ スクの衣裳はその ために重

要な役割を果た して い た 。 例えば 、］617 年の ト
ー

マ ス
・
カ ン ピオ ン の マ スク、The 　Lord　Hay圏s　Masque

では 、1500 ポン ドもかか っ たとの 噂が記録 にある 。

こ の マ ス クのた め に使用 した もの は 、232 ポ ン ド

5114オン ス 1 ドラム （トロ イ）の豪奢 な金と銀のス

パ ン コ
ー

ル 付 き レ
ー

ス 、204 ヤ
ー ドの 銅の もの 、

318 ヤ
ー ドの金と銀の織物、そ して 294 オ ン ス （ト

ロ イ ）の銅 レ
ー

スな どであ り、804 ス コ アヤ
ー

ドが

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 17
8つ の 衣裳の ため に8頁 にわた っ て記載され た 。　 す

なわち当時の 上 流階級の人間が国家あげて の ペ ージ ェ

uDANIEL ．　Samuel： LAW ．　Ernest，　edited 　by、　The　Vision　of　the　Twelve

Goddesses，　a　Roya昇Masque ．　presented　in　1604 ，　Bemard 　Quaritch
　 （1880 ）
t

ロ イ
．
ス ト囗 ン グ

幽
ルネ サ ン スの 祝祭 　王 権 と芸術 　上 、星 和 彦 　訳 、

　 （1987 ）55
1’lbldl
’：
小町 谷 朝 生 ：視 覚の 文化、勁草書房 、（1990 ） 26

一

ン トにすさま じい重さの衣裳をつ けて 演 じていた 。 シ

ェ イ ク ス ピア の 「空騒ぎ」　にも、地位を示すその 時

代の記号と して、およびその物質的重 量の示唆 として、
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 IA

金と銀の染織が表現されている 。

3 ．2 ．恒久的消費

　第二 に、国内での恒久的に残すための消費の例と し

て、教会 へ の 寄進物があ げられる 。中世の間ず っ と、

ヨ
ー

ロ ッ パ社会は王以下 、公爵、伯爵、子爵、男爵、

准男爵、騎士、盾持ち、ジ ェ ン トル マ ン、職業人、商

人、職人、百姓まで社会地位が歴然と して い た。封建

社会では、これらの区別は土地保有によ っ て形成され

た 。 国王は領地内の経済 的権力は持 っ ていたが、宗教

的権力は持 っ て い な か っ た。先に述 べ たように、イ ン

グリ ッ シ ュ 宗教改革の
一

つ の結果は、国王 が教会の 首

長 にな っ たことである 。 これにより、国王の主権が政

治的支配のみでなく、宗教的権力も得たということで

あ る。こ れ を強化 する ために、ジ ェ
ーム ス

ー
世 は

1611 年に 、 聖書学者にいわ ゆる ジ ェ
ー

ムス王 版と

呼ばれる欽定訳聖書の刊行を命じ た。彼は王権神授説

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 19

を公布 し、こ の権力に聖書の正統性 を唱えた。

　 こ のよ うな王権神授説 に基いて国王 は、その立場を

よ D効果的にするために人々を裁き、任命 し、区別す

る こ とが で きた。その帰結と して、社会地位とその表

象は非常に複雑にな っ て い っ た 。 全て の人々 は彼らの

ス テ
ータス にふさわ しい生活を余儀なくされ 、ゆえ に

ス テ
ー

タ スの 定義と誇示はますます重要さ を増 した。

図2 　ジ ェ ームス
ー

世の 紋罩 が刺繍 され た ク ッ シ ョ ン

　　　　　　 1603 −1625 年頃
　ヴ ィ ク トリア ・ア ン ド・アルバ

ー
ト美術館 所蔵

7

i’William しarkln 　and 　the　3rd　Earl　of 　Dorset，　a　Portralt　In　Focus，　English
Heritage （1989 ）

15
シ ェ イクス ピア ．福田恆存訳 「空騒 ぎ」新潮文庫 225 −226
マ
ー

ガ レ ッ ト 「今度の お髪は とて もおよ ろしい ，これで もし鳶色が勝 っ て

い ま した ら、も っ とお似合いかも しれませんけれど、そ れ に 、お 召物 に し

　 ま して も．さすがに 型が斬新で 。私、ミラノの公 爵夫人 のむ衣裳 を拝見 し

　 た事 bS　［’ざ いま す 、皆さ ん 、お 褒めに な D ますけれど
一

」

c 　ronlC 　 l 　
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エ リザ ベ ス
ー
世朝の奢侈禁止令によれ ば、伯爵、女伯

爵 ガータ ー
騎士以上の ラ ンクの者のみが金銀の布と

貝紫色の絹は着用で きた避 そ して 、男爵、ガータ ー

騎士、枢密顧 問官以上のラ ン クの 者のみが金と銀を織

り込んだサテ ン 、金と銀の刺繍、も しくは外国製の毛

織物を着る ことが で きた ∴ 奢侈禁止令によ っ て、極

度に少人数のみが金と銀を使用した繊維を身につ ける

こ とが許され て いた 。 そのような繊維 を購入できたは

ずの裕福な人々は、もっ と多くい たはず だが、政府は

彼らには消費を許さなか っ た 。 このように、裕福さの

視覚的基準は形成され、社会 におい て人々 を見分ける

は っ き りした区別がなされた 。 エ リザベ ス
ー

世の後継

者として 、ジ ェ
ー

ムス
ー

世は全て の民がその ような

「ら しさ」に従 う生活を望んだ 。 国教会教区は地域社

会版集権王 国であ り、社会地位の 展示場であ っ た。日

曜 日の教会で はジ ェ ン ト1丿、商人、職人、百姓とい っ

　 　　 　　 図3　男性用 ナ イ トキ ャ ッ プ

　　　　　　　 17 世紀前半頃

　 ヴ ィ ク トリア ・ア ン ド・ア ル バート美術館 所蔵

ヒ ー
ロ
ー

「ああ、類のな い程だとか、評判ね。」
マ
ー

ガ レッ ト ［それ が、本当の 話 、お 嬢様の に 較べ ました ら、まあ、夜着
みたい なも の で ご ざい ま す よ 一 金 糸の 生地 には飾 りの 切込 みがあ り．
下 油 、傍袖 か ら裾に わ、け て 銀糸 の縁 取りに真珠 をちりばめ、そ れを 引ぎ 立
て るように 群肯の 縞模様を這わ ぜてあ るの で す

一
で も この 型 の 上 品 で

粋で 、と て も す て ぎ な 事 と い っ た ら 、その 点、お嬢様の 方 が十層倍も御立
派 で い ら っ しゃ い ま す よ。」

一 一 8

た異なる社会地位の 住民 が、一
カ所に礼拝しに集ま っ

た 。 彼 らの衣 裳のみ が社会地位を示 したの で はな く、

彼 らの寄贈 した教会の染織品も、地位を定義 し表現し

て い た 。

　 美術史家C ．バ ン トは この 時期を エ ン ブレム の 時代

であると述べ た罪 中世の戦闘用盾に描かれた絵 か ら

発生 した紋章は、最も集約された形態で の エ ン ブレム

的表象だ っ た 。 ルネサ ン ス以降紋章的シ ン ボル は、大

学、商人、職人ギル ドを表象 するため に使われ、結果

的には元の戦闘 の ため の役割を果たさな くな っ た 。 し

か し紋章の所持と表現は、格好の社会地位の シ ンボル

にな っ た。社会ヒエ ラルキーがより複雑になり、紋章

保持者が増える につ れ、紋章学の種類と決まりはよ り

一
層や や こ しくな っ た 。 サポーター、モ ッ ト

ー、ク レ

ス ト、ヘ ルメ ッ トなどが紋章を装飾するための主な方

法であ D 、色彩によ る 細かな 法則が成立 して い っ た 。

必然的に、金 ・銀を紋章に多用するの は高貴の徴であ

っ た。

　こ こで特に
一

種 の装飾美術を例にする 。 国教会の教

区 内教会で は 、ジ ェ ン トリは
一家の重要性 と地位を、

紋章で飾 られた予約席の存在で 示 した 。 この地位の顕

示 は教会環境の 私有化の始ま D だ っ た。C ，バ ン トは、

エ リザベ ス
ー世朝イ ングラ ン ド以降、多くの宗教用刺

繍染織品の 生産が、個人の俗用品 へ と変化 した と述べ

　 23
た 。　 結果的 には個人の 家庭用刺繍品の量が増えたの

である。紋章を刺繍 したク ッ シ ョ ン、聖書力バ
ー

など

が生産された。こ れ らはその地域の権力者階級 （ジ ェ

ン トリ）が、国教会地域教区における近隣社会に、個

人の権威を表現 した もの と考え られてい る 。国王は国

教会のその建物が飾られるのを容認 して は いたが、行

き過ぎ を監 視す るの も怠 らなか っ た 。 1618 年 には、

ジ ェ
ーム ス ー世は、金塊の無駄 な浪費を防ぐために

金 ・
銀箔の 使いすぎを禁止した。

「そ して こ の 王 国における 、不必要で 過剰な金と銀の

箔は防ぐべ きである。こ のような金 ・銀箔の鋳かけや

使用を、建物、天井、腰板、寝台 、椅子、足掛け、馬

車、も し くは 他のどのような装飾にも 、 国王 陛下の命

によ り固 く禁ずる。」
24

　その ような消費は、金塊の保存 に対する障害になる

ヒ
ー

ロ ー「どうぞこれが着 られますように．眉 ない うち か ら、心 が 璽 くて
仕方が ないの だけれど。」

IE’「人 は みな 、上 に 立つ 権威 に従 うべ ぎで す。神に よ らない権 威はなく、存
在 して い る権 威はすべ て 、神 によ っ て 立て られ た も の で す。したが っ て、
権威 に逆 ら っ てい る人 は、神の 定 め に そ む い て い る の で す。そむいた人は
自分の 身にさ ばぎ を招 き ま す 。」 D 一マ人 へ の手 紙　13章 12 節　新改訳
聖書
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と国王は推測 して い た。しか し、彼は金と銀の箔をい

くつ かの恒久保存用、かつ 軍 隊的消費を例外として容

認 した。

「鎧、武器、または武器 と勝利の 印、葬儀、死者の た

　 　 　 　 　 　 　 　 2b

めの建造物を除く」

　王室や買族は、示威の ための行進や馬上 武術試合、

そして戦争準備の ため に、豪華な甲冑や武器を用 い た。

多くの金糸銀糸が染織の形態でも表現するために使わ

れた。金糸銀糸の消費量は、ゆえに消費者の社会地位

に正比例して い た。

　教区教会で地位の象徴を公に色彩で誇示 するの は、

エ リ
ー ト階級にと っ て最も永続性のある手段だ っ た。

そ して、宮廷演劇や他の
一

時的なイ ベ ン トに較べ ると、

この形の消費は多くの物的証拠を残 した 。

　 ヴ ィ ク トリア
・
アン ド・

アルバ
ー

ト美術館は、この

時代の紋章をつ けた跪き用 ク ッ シ ョ ン をい くつ か所蔵

している。図 2の王室の紋章がある長方形ク ッ シ ョ ン

カバーは 、 これはジ ェ
ー

ムス
ー世朝の刺繍に関する多

くの特徴を示している 。 全ての モ チ
ー

フ は麻キ ャ ンバ

ス地にテ ン トス テ ッ チで 刺繍され て いる 。 「メア リ

ー ・八 ル トン」の記名 は恐 らく刺繍家自身を示すと思

われる 。 巨大な薔薇を上 に、犬、鳩、ライオン 、カタ

ツム リ、這 う虫、さまざまな抽象化された花々、葡萄

などは、すべ て 特徴的なジ ェ
ー

ムス
ー

世時代の 刺繍モ

チーフ で ある。金糸は確 かに大量に使用され て いるの

だが、ここで顕著なの は、す べ て輪郭を描き、八 イラ

イ トを入れるために用 い られていることである。ゴシ

ッ ク時代の ひ たすら金 糸銀糸 で 埋め つ くすよ うな刺繍

とは異な り、より強調する部分に効果的に刺繍が施さ

れている 。 ジ ェ
ー

ム ス
ー世時代の金糸の使用 はある意

味で制御されてお り、王室の紋章を際立たせ る強い 効

果を狙 っ て い る 。 特に意味深いように、国王 のイニ シ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 2s

ヤル で ある IR（Lacob　Rex）は金糸で刺繍されて いる。

3．3 ，個人的消費

　第三 に、消費者が個人的に使用したとい う点がある 。

ルネサ ン ス 時代以降の伝統 に の っ と り、特権階級の寝

室は個人的密室とい うより、家のなかで最も金額をか

けて装飾した場所であ っ た。 そ して 王侯貴族の 目覚め

の儀式 があ D 、図 3 に見るよ うなナイ トキ ャ ッ プのよ

うな個人所持品の 細部にさえ 、金 と 銀の 糸や ス パ ン コ

ールを多用 した作品が現存す る。室内で用いる個人的

なナイ トキャ ッ プとい うところに、特に興味深い金糸

銀糸の活用である 。 上質の麻で できてお り、その抽象

的な植物モ チ
ー

フ を朿1」繍 した物である 。 主に緑の絹糸

で縫われていて、しかし小さな金のスパ ン コ
ー

ルで枝

や花弁を縁取 っ て いる。こ の効果はまばゆ い も の だが、

しか し、金と銀の糸は核心になるモチ
ー

フと輪郭線だ

けで、全て を金 で 覆い つ くすもので はない 。 生活の

隅々まで光 り輝 くために、金と銀の色彩の優越性を配

置 して、頻繁に身につ ける微細な物品 にも配慮がい き

　 　 　 　 　 2ア

届いていた 。

4 ，検証

　以上のように金糸銀糸に彩られた様 々な形態の染織

品が、 17世紀前後 に制 作されて使われた 。 他の もの

に較べ 、金
・
銀 は 高価で 、装飾美術 における金と銀の

存在自体が社会経済地位の メ ッ セ
ージを伝達 して いた。

まず、マ スクの衣裳を通 じて、国家の経済状態 を海外

の 大使に見せ つ けた。また、個人の紋章を教会の場に

置 くこと によ り、地域に経済状態を誇示した。そ して

装飾小物の 、細かな と こ ろにいた るまでの着用 により、

経済状態 を家族や家来 、そ し て な に よりも 自分 自身 に

知らしめた。

　 ルネ サ ン スの 個人主義、新プラ トン 主義、そ して 、

宗教改革後の イ ン グ ラ ン ドにおける絶対王政、これら

全 て が相乗効果をあげて金糸銀糸の消費に拍車をかけ

た 。 ルネサンス運動に大きな思想的影響を及 ぼした新

プラ トン主義者プロ テ ィ ヌスは 、色彩の形態に おける

イデアの本質として、火を例に出している 。 火は、そ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 EU

の もの 自体が光 り輝 き、色彩を内包 して い る 。　視覚

的な美にお い て、光をイデアとする新プラ トン 主義の

理想が火に象徴されている。そのように、光り輝く本

質とな ることを目指す者が富貴とされていた 。 金属色

の卓越性は、相対的に他の色彩よ りも超越感を形容す

るのに適して い た。光へ の憧憬 を具現化 させるものが、

金属糸 であ っ た 。 さ らに、金 ・銀が価格が高く、消費

で き る 人口 が限られ て い た時代には、それらを消費可
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能である こと自体 が地位だ っ たの である。

5．おわりに

　
一

時的、恒久的、そ して個人的に、生活全体を金 ・

銀の色彩で統
一

して いたの が、ルネサ ン スの貴族達で

あ っ た。宗教改革以降、北方の国々がイタリアの金銀

装飾で覆われた文化に憧れ、模倣した時代に、金 と銀

の色彩は権威の象徴であ っ た 。 色彩で自分の属する地

位を表すために、金糸銀糸は最適な素材であ っ た 。 ル

ネサ ン ス 運動および宗教改革 は、個人の栄光の表現 を

強力に後押 しした 。 社会における個人の優越性を表象

するために、金糸銀糸は理想的な身体表現媒体であ っ

た 。 ジェ
ー

ム ス
ー

世朝のエ リ
ー

ト達は、宮廷演劇のな

かに使われた金糸銀糸とい う媒体を通 して国家の威信

を象徴 して い た。ま た、権威を強調するために、奢侈

禁止令を通じて
一

部特権階級を視覚的に判断で きるよ

うに社会を構築 してい っ た。ゆえに、こ の時代に支配

者層に消費された金属糸の量は膨大なものとな っ た 。
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